
滋賀県立陶芸の森のあり方に関する懇話会第３回会議 議事概要 

 

１ 日 時 令和６年５月 28日（火）9:30～12:00 

 

２ 場 所 滋賀県危機管理センター１階 災害対策室４ 

 

３ 出席委員 辻田委員、洲鎌委員、山崎委員、玉置委員、近藤委員、松井委員 

 

４ 議題 

 (1) 滋賀県立陶芸の森の事業等について 

 (2) その他 

  

５ 会議概要 以下のとおり 
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(1) 滋賀県立陶芸の森の事業等について 

【つちっこプログラムについて】 

つちっこプログラムの取組自体の完成度は非常に高い。問題は取

組の内容が外部から見えないことであり、これはアーティスト・イン・レ

ジデンス（以下、「AIR」という。）にも共通する課題である。例えば、子

どもたちの作品を産業展示館のスペースで展示する等が考えられる。 

 

資料 1 の検討課題に挙がっている、講師数や産業振興との関係に

ついて意見をいただきたい。 

 

つちっこプログラムの取組は子どもの人材育成の取組として上手く

されていると思う。資料 1 に掲載されている先生からの声には、製作

費を下げてほしいといった声や県の補助金を活用できなかったことを

残念に思われる声もあるようだが、現在の製作費の状況や補助金の

内容について教えてほしい。 

 

通常の講座運営としては、学校に費用を負担していただき、これに

より講師への謝金や粘土代、焼成費等を賄っている。特に卒業制作等

の通常よりも手の込んだ作品制作を行う講座は、その分、学校負担の

費用も増加することになり、学校からの費用を下げてほしい、という声

はこのことに起因するものと考えられる。守山市では講師への謝金分

は市の教育委員会が負担する等、学校や家庭の負担が少なくなる取

組を行っている。補助金についてだが、これは昨年度に県が実施した



 

 

 

陶芸の森 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

座 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

座 長 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

次世代育成を目的とする補助金のことで、つちっこプログラムは補助

対象となっていなかった。 

 

受講者数などの状況によっては赤字になることもある。製作費を下

げてほしいという声があるところではあるが、むしろ、値上げをしない

と事業運営が難しいというのが実態。 

 

費用負担の問題は学校側にとっても運営側にとっても難しい問題

である。京都府は次世代育成の取組に対して一定の費用負担を行っ

ているところであり、つちっこプログラムを継続していく意向があるな

らば、滋賀県や甲賀市も何らかの対策を講じる必要がある。 

 

県の補助金の仕組を教えてほしい。 

 

昨年度、次世代育成の観点から小学生を対象に、県内の地場産業

や伝統的工芸品に関連する体験事業を実施する製造事業者に対する

補助金事業を実施していた。この補助金は次世代育成に寄与するとと

もに製造事業者も支援するものであり、つちっこプログラムを運営す

る陶芸の森や世界にひとつの宝物づくり実行委員会は製造事業者で

ないことや、陶芸の森には指定管理料を、世界にひとつの宝物づくり

実行委員会にはつちっこプログラム運営のための負担金を交付して

いることから、つちっこプログラムについては補助対象外としたもの。 

 

甲賀市は何らかの支援を行っているのか。 

 

一昨年から甲賀市からも支援を行っている。今後の陶芸の森の継

続性や地場産業の振興も視野に入れ、県も市も支援を行っていく、と

いうスタンスを明確にする必要があると感じる。 

 

つちっこプログラムは信楽焼に関する子ども向けの体験事業として

完成された取組であると感じる。参加者数に応じて資金援助をする

等、資金援助の仕組については制度的見直しを行っていただきたい。 

 

今の議論を聞いていて、次のようなことを感じた。現在の社会的風

潮として、公共施設の運営には民間の活力を取り入れて、そこから事

業資金を獲得していくべき、という考え方があるが、これは本当に正し
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いことなのだろうかと疑問に感じる。これを継続していては、民間の事

業活動から生まれる税収を基に行政サービスが実施される、という本

来の仕組が損なわれていくのではないかと感じる。つちっこプログラ

ムで言えば、次代を担う子どもたちに何を体験させるべきか、そのた

めにはどの程度の費用が必要であるかを明確にし、その取組が収益

を生むものでなかったとしても必要な取組である、ということを財政部

局に説明し、財源を確保していく必要があると考える。 

 

行政には資金の問題について、教育という視点を踏まえて検討して

いただきたい。講師数や講座実施のためのスペースについて、試験場

や産業展示館を活用していくことの見通しや可能性について話を伺

いたい。 

 

試験場の研修生が子どもたちに陶芸を教えることで、研修生自身の

技術向上につながると考えており、現在も、つちっこプログラムの特別

講座として、試験場で子どもたちにろくろ体験をしてもらったり、信楽

焼の魅力を伝えたりしている。今後も連携の幅は広げていきたい。 

 

現在も産業展示館の一角をつちっこプログラムの実施スペースとし

て活用いただいている。前回懇話会でも指摘があったとおり、産業展

示館自体が機能的にも場所的にも今のままでよいのか、という問題が

あり、私個人としては抜本的な見直しが必要と考えている。子どもに

焼き物の魅力を伝え、その子が未来の後継者となる、という流れを絶

やさないよう、今後について考えていきたい。 

 

人材育成に占める役割等、つちっこプログラムの必要性は大きい。

積極的な情報発信や財源の問題等について、県等に検討していただ

き、このプログラムの強化に各関係主体も協力していってもらいたい。 

 

子どもを指導するのは若手陶芸家であり、彼らは子どもに教えるこ

とを通して自らの技術を磨くことにもなる。つまり、つちっこプログラム

は若手陶芸家の定着や人材育成にも一役買っている。子どもの人材

育成のための財源確保、という考え方だけでは不十分であると考え

る。 

 

若手人材育成という観点からの財源確保という考え方もあり得る、
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ということで了解した。 

【AIRについて】 

海外にもAIRの取組を行う施設は増えてきており、そういった国外

の取組のリサーチの必要性を感じる。特に中国やインドは活発で、そ

れらと比べると陶芸の森の AIR 事業は世界的な基準に達していない

ように感じる。例えば、国外では、作家が製作した作品を販売するル

ートを確保しているところもある。宿泊棟については、他の AIR 施設

と比べて、陶芸の森の宿泊棟の老朽化がひどい、という噂が出回るこ

とを危惧している。 

 

施設や設備の刷新は必要と考える。作家にとっては設備のほうが重

要かもしれない。情報発信については、信楽でイベントが開催される

等、人が集まるタイミングで滞在作家の作品を産業展示館で展示した

り、販売を行ったりすることで、世界中から人が来ているという AIR

事業の広報になる。他にも、AIR の枠組みの中で海外や大学等と連

携し、単に作品制作をするだけではない、様々なプログラムを作ること

もできるのではないか。 

 

AIR の事業継続を念頭に置くのであれば、施設の老朽化への対応

は必須と考える。世界レベルに合わせていく必要がある。視点が変わ

るが、予算をかけすぎない範囲で、現在と過去の滞在作家に陶芸の

森のレジデンスで何を発見したか等をインタビューする動画を作成

し、それをアーカイブ化し、県民に紹介していくことで陶芸の森の AIR

事業の魅力を伝えることができるのではないか。 

 

委員の意見を伺い、過去の滞在者の同窓会的な場を設け、それを

アーカイブ化することで情報発信のためのコンテンツを整理していくこ

とは大切と感じた。現在も、AIR 事業を立ち上げたい、という国外の

方々が陶芸の森に視察にやって来られたり、国外からの協定を結びた

いという申出をいただくことがある。このようにプロや専門家からは評

価をいただいているが、県民等の近い方には魅力を知ってもらえてい

ない。そういった方々へのアプローチという点において、委員の意見

はありがたい。 

 

世界レベルの AIR 施設を目指すうえで、財源はどのように考える

か。県からの負担や国からの予算獲得は考えられるのか。 
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県として投資する際には、長期的な見通しや過去の実績を踏まえ

て、その事業の意義を説明する必要がある。そのために、過去の AIR

事業の実績等を整理し、これまでの成果や事業の意義を発信すること

は大変、有用と考える。そのうえで、事業のために必要な財源につい

ては事務方で検討することになる。 

 

過去の滞在作家の資料を掘り起こし、一定のクオリティの映像を制

作し、アーカイブ化していくには費用だけでなく、専門の部署を設ける

等、人的コストも必要と考える。 

 

データの蓄積だけでなく、その保持にも大きな費用が掛かる。アー

カイブ化を行うのであれば、それなりの覚悟を持って取組む必要があ

る。 

 

AIR が国内で比類のない取り組みであるという皆さんの意見を伺

い、AIR事業には県や市レベルでなく、国家としてやっていくべき事業

だと、関係者が国に訴えていく程の心構えが必要であると感じた。 

 

陶芸の森の AIR 事業は信楽の誇りともいえる。陶芸の森の外で展

示をされた方は印象に残っているが、陶芸の森の中でのみ活動される

滞在作家の方々の情報は一県民からすると伺い知れないのが現状。

ぜひ、市も県も国も AIRの魅力発信に取り組んでほしい。 

 

地域の人と滞在作家が協働で作品制作を行う取組等はされている

か。 

 

 去年から「穴窯プロジェクト」と題して、滞在作家と試験場研修生の

方々、工業組合の青年部の方々が３泊４日で穴窯を焚き、出来上がっ

た作品を駅前の伝統産業会館で展示するという取組を実施しており、

非常に好評であったため、今年も実施する予定。この他にも、滞在作

家の方々と地元の方々が交流を深められるような取組を実施してい

きたい。 

 

私が滞在作家であった時には、陶芸の森に地元の職人を紹介して

もらい、その方と協働して作品制作を行った。その職人の方を通して

信楽の魅力を知ることができた。滞在作家が地域の方々と関係性を
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構築できるよう、取り組んでいく必要があると考える。 

 

そういったことを望まれる滞在作家の方々はいるのか。 

 

実際に希望される作家もいらっしゃるし、希望があればアテンドする

ようにしている。現在、地域との交流や地域活性化につながる作家の

方を優先的に受け入れる、ということを検討しており、より地元の方々

との交流ができるようにしていきたいと考えている。 

 

ここまでの議論で陶芸の森の AIR 事業について、国から地域まで

幅広く巻き込んだ事業展開を目指す、という方向性が示された。県に

も前向きに取り組んでいってほしい。 

 

国外の AIR 施設の多くは国絡みであり、対等な交流が難しいと感

じるときがある。事業の位置づけをしっかりと考える必要性を感じる。 

 

【試験場との連携について】 

試験場との連携に関するこれまでの展開や課題について共有いた

だきたい。 

 

コトづくりということで、モノだけではなく、製品が出来上がるまでの

ストーリーが大事である。学芸員の方の目利き力と製品情報をもとに

試験場収蔵品を復刻させる。科学的な分析は試験場、製品情報は陶

芸の森の学芸員、これらの魅力を地元事業者の方に紹介することで

信楽焼の良さを再確認し、製品開発事業に繋げてもらう、という勉強

会を実施している。また、試験場に数多く配備されているデジタル機

器を陶芸の森の企画展等で活用いただいている。 

 

つちっこプログラムや AIR 等の様々な事業を陶芸の森という一カ

所で実施するのではなく、様々な主体が連携してより良いものを作る

ことが大切であると感じる。コーディネーター的な人材を置き、より良

い連携を模索することが一つの目指すべき形と考える。 

 

試験場や陶芸の森の魅力的な取組や貴重な作品の良さを発信して

いくための連携事業を実施していくにはコーディネーター的な存在が

必要である。 
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関西における陶芸というものに対して、試験場は技術面からバック

アップをしてこられた、という経緯がある。その取組の良さを陶芸の森

と連携してうまく発信していく、ということができていければ両者は良

い関係だと言える。 

 

以前、旧試験場の収蔵品の収納場所が新試験場にはない、という

話を聞いていたが、今はどうされているのか。 

 

今は甲賀市産業展示館や信楽高校の教室に置かせてもらってい

る。収蔵品については可能な限り活用し、見てもらうことが大事。人の

目に触れさせられるよう、試験場の展示ホールにて展示し、少しずつ

入れ替えながら見てもらえるようにしている。望むならば、甲賀市産業

展示館にて常設展示ができればと思う。 

 

展示についても試験場と陶芸の森とが補完しあいながら行ってい

ければと思う。 

 

試験場には貴重な史料が残されている。そういったものを、デジタ

ル機器を活用して復元し、販売していくという取組は信楽の産業にも

寄与するものである。そして、販売を行う際の作品の概要説明につい

ては陶芸の森が協力し、うまく魅力発信していくという連携が考えら

れる。 

 

【公園の魅力向上・駐車場の有料化について】 

現在の陶芸の森の公園機能について説明いただきたい。 

 

公園スペースには滞在作家が寄贈した作品が展示されているが、

それらも朽ちつつあるため、今後は作品の大規模な入替が必要であ

ると考えるが、どうせならば、展示導線をきちんと設計しないといけな

いと思う。訪れた人が公園をめぐることで陶芸の可能性を感じ、更に

は町中の窯元散策路にも行ってみたい、と感じてもらえるフィールドミ

ュージアム的な空間を作りたい。また、大塚オーミ陶業の持つ陶板技

術や徳島の美術館の存在は広く知られているところであり、大塚オー

ミ陶業と連携して、陶芸の森内に「陶板の森」を作れれば、観光にも役

立つと考える。 
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公園魅力化のための財源確保は課題。行政は、県民全員で協力し

て公共空間を良くしていこう、という意気込みをことあるごとに県民に

伝えていくべきであり、公共空間の整備のために税金を使うことに対

して誰もが賛同するというような社会のあり方を目指していくべきと

考える。 

 

地元の事業者に対して、利益を寄付のような形で地域振興に役立

ててもらうことを求めていくことは難しいだろうか。 

 

地元事業者の方々は信楽に誇りをお持ちであることから、少額であ

れば受けてもらえるだろうと思う。駐車場の有料化についてだが、平

日はともかくとして、休日や人が集まる時期については検討すべきと

考える。 

 

陶芸の森の公園スペースを訪れた人が陶芸家の作品を見て歩い

て、続けて信楽の町中にも足を運びたくなるよう、町全体を公園仕立

てにし、歩きたくなるような町づくりをしていければと思う。そのために

は市の役割も重要であると認識している。 

 

先ほど、委員からも話のあった大塚オーミ陶業との連携のように、

個別企業と協働するということについて、特段、問題はないか。 

 

大塚オーミ陶業は信楽で起業された事業者であり、連携は不可能

ではないと思う。 

 

陶芸の森を訪れて一番印象に残るのは公園スペース。それくらい

印象深い空間である。人は非日常や異空間に安らぎを感じるもので

あり、そういう意味で公園は重要だと思う。しかし、駐車場を有料化し

てしまうと、気軽に公園スペースを利用できるという良さが失われてし

まいかねない。施設全体ではなく、施設の一部分についてネーミング

ライツを活用するというのはどうだろうか。野外展示について、プログ

ラムし直すというのには賛成だが、作品をどのように保持していくか、

劣化してきたときにどう対応するか、といった視点も踏まえて検討する

べきと考える。 

 

現状を申し上げると、県内からだけでなく、県外からも多数の来園
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者の方に公園広場は利用いただいている。野外作品の展示や委員の

発言にもあったように大塚オーミ陶業の陶板の設置も魅力的ではあ

るが、そのメンテナンス費用や陶板作品の収集のための費用の問題

等、実現までの課題は多い。駐車場の有料化については、地元甲賀市

との調整が重要であるが、有料化することにより一般の方々にとって

公園利用の妨げになってしまうことや、導入にあたり、精算機の設置に

かかる費用負担等の問題を考慮すると、駐車料金を徴収することが

妥当であるのか疑問に感じる。 

 

甲賀市の駐車場の現況を伺いたい。 

 

信楽町内の公共施設で有料の駐車場はない。駐車場の有料化につ

いては数年前から渋滞対策の意味も込めて導入してはどうか、と議会

でも話が挙がっている。しかし、個人的には収入よりも駐車料金徴収

に係る費用の方が大きいのではと思っている。大規模なイベント実施

時に限って、人力の料金徴収という形態で試験的に有料化を行って

みてもよいかもしれないが、多大な費用をつぎ込んで実施するべきも

のとは思わない。 

 

まったく同意見である。 

 

全国に存在する陶芸の森の類似施設において、駐車料金を徴収し

ている施設は極めて少ないと認識している。そういったことからも有

料化には慎重にならざるを得ない。しかし、現状の駐車場利用の問題

として、近隣施設への来訪を目的とした観光バスが陶芸の森の駐車

場を利用されるケースがある。こういった大型バスなどの場合に限り、

駐車料金を徴収する、ということはあり得るのかもしれない。 

 

駐車場の有料化について、様々な意見を頂戴できた。県には駐車

場有料化導入に関する検討の際の参考にしていただきたい。ネーミン

グライツについてはどうか。滋賀県で実績はあるか。 

 

県立施設において実績は何件かあるが、公園についてはほとんど

ない。募集しても応募があるかわからない。 
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【人材育成について】 

人材育成といっても将来の担い手育成やコーディネーター人材の

育成等様々あるが、どのように考えるか。 

 

試験場と陶芸の森との連携をコーディネートしてくれる人材やプロ

デュースする人材は必要である。そしてそういった人材の育成を視野

に入れて、高校や大学と連携した人材育成の事業が必要であると考

える。特に、高校や大学においては卒業生が陶芸の森へ就職される、

ということも想定されるため、人材確保という点で、教育機関との連携

は非常に重要であると考える。また、県庁職員の方で陶芸の森に来た

ことがない人が多いように思う。新人研修時に陶芸の森に来るという

ことがあってもよいのではないか。 

 

将来の人材確保を意識した若者との接触は重要。例えば、ボランテ

ィアチームを作り、そこに若い世代も参加できる仕組を作り、そこから

将来の働き手が生まれるという流れができていければよい。そして、

そのボランティアチームを先導する人材もチームの中から輩出されて

いけるとなおよい。また、陶芸の森で企画展や事業に取り組む際、外

部の専門家にキュレーターやファシリテーターという形で参画してもら

い、これまでにはなかった展示の魅せ方や事業展開を学んでいく体制

を構築することも重要である。 

 

現状、地域の方のボランティアチームというのは存在するのか。 

 

委員の仰られたような意味での団体はない。複数の窯元で連携さ

れているところもあるが、人材育成に結び付くものではないように思

う。 

 

委員の提案にあったチーム作りはどういったプロセスで可能になる

か。 

 

産業だけでなく、文化芸術という広い視点で考えるならば、市だけ

でなく、県も交えて検討する必要があると思うが。 

 

かえって、県にも市にも属さない存在が主導してチーム作りに動い

ていく方が望ましいのかもしれない。 
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コーディネーターが必要というのは意見が一致したところ。そのため

に地域で自立して活動できるようなチーム作りが必要ということだと

思う。 

 

以前の「まちなか芸術祭」の時に滋賀県立大学の学生を含めたボラ

ンティアチームが結成された。このチームの構成員の中にはその後も

信楽に残り続けた方もいる。彼らはボランティアチームとして活動する

中で信楽の良さを感じていて、これが信楽に残る、という結果に結び

ついたものと思う。このようにイベント開催時に外部の人材を交えてチ

ーム作りを行う取組や予算が重要である。 

 

県はどのように考えるか。 

 

ここまでの議論で「連携」がキーワードの一つであり、陶芸の森と地

域のそれぞれが実施すべきことを明確にし、連携していく必要がある

こと、そしてその間を取り持つ人材が必要であることを認識した。この

取組を進めていく中で必要な財源について考えていきたい。 

 

甲賀市は金銭的な意味でも場所的な意味でも人材育成に取り組ん

でこられたように思うが、今後重要なことは、県と市が人材育成に果た

すべき役割の棲み分けであると感じる。 

 

ここまででご指摘のあった、地域内で町おこしのための人材が生ま

れていく仕組づくりについては市も取り組んでいく必要があると認識

したところ。 

 

信楽高校で将来の信楽に残る人材を育成する取組が行われている

ところではあるが、教育課程で、焼き物がどのように販売され、誰が購

入しているのか、という流通の実態について高校生に教えられている

のだろうかと疑問に感じる。将来像のイメージを子どもたちに提供して

いくことは重要と考える。 

 

「中学生カンパニー」といって、中学生に焼き物製品を制作してもら

い、パッケージをして地元のセブンイレブンで販売してもらう、という作

ることや売れることの喜びを体感してもらうプログラムを市の取組とし

て行っている。こういった取組が広がれば自分の将来像がイメージで
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きて、産業の担い手育成につながると思う。楽しみがなければ続かな

い。 

 

セブンイレブンの関係者からは「中学生カンパニー」の取組に対して

肯定的な意見を伺っており、もう少し広がりがあってもよいのかもしれ

ない。 

 

「中学生カンパニー」の取組で言うと、高校生や大学生も対象にし

て、国外で商品の販売を行ってもらう試みも想定されるところ。 

 

陶芸の森に来られている滞在作家と学生が密に交流できればと思

う。そして、こういった取組にもコーディネーターの存在が有効なので

はないかと考える。 

 

今回の議論はここまでとする。次回はこれまでの議論を振り返りつ

つ、議論を深めていければと思う。 
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(２) その他 

第４回目の懇話会については日程が決まり次第、改めてご連絡させ

ていただく。 

 

本日の議論から、今の取組自体は良いものではあるものの、それが

可視化されていなかったり、強みを活かしきれていないことが課題で

あると認識した。様々な取り組みが必要であるが、一方で財政的な制

約もある。皆様からいただいた案を基に、外部に陶芸の森の魅力を見

せていくための方策を検討したい。また、設立から 30 年以上が経過

し、信楽の地元振興に関わる主体にも変容があった。次回以降の懇話

会では、様々な取組について、陶芸の森が主となって取り組んでいく

のがいいのか、各主体が連携していくのがいいのかというのはある

が、ご意見を頂戴していきたい。 

 

 

 

 


